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被削性を明確にするとともに，合金組成，製造条件などを検討して， AL 一Mg 系合金の被削性向上を
はかることを目的に研究を行なったものである。
第 l 章は緒論で，従来の研究成果を概観し，本研究の目的と意義を明らかにしている。
第 2 章，第 3 章では， 5056 合金の高速度鋼工具による乾式，湿式切削特性を検討し， 5056 合金を
切削する場合，構成刃先の生成が旺盛であることから工具形状，切削条件の選定を厳密に行なう必要が
あり，また湿式切削により切削抵抗，仕上面あらさが改善できる乙とを明らかにしている。
第 4 章では， 5056 合金切削における高速度鋼工具の摩耗を材料の製造条件から検討し，均質
化処理温度が 500 0C 以下で工具摩耗が少ないことから， Mg2 AL3 が工具摩耗低減 lζ有効であること
を明らかにしている。
第 5 章では， AL-4.5 % Mg 合金切削における高速度鋼工具の摩耗に及ぼす微量添加元素の影響に
ついて検討し， Ti B2 は非常に硬いため合金中に存在すると切削時にヲ|っかき作用による工具摩耗を著
しく増大させるが，微量の Fe ， Mn ， Cr , Ti の添加は工具摩耗低減に有効であることを明らかにして
いる。
第 6 章では， 5056 合金の被削性に及ぼす Fe ， S i 微量添加の影響を高速度鋼工具，超硬合金工具を
用いて検討し，構成刃先が生成しない場合， Fe , Si 添加は仕上面あらさを劣化させること，工具摩耗
-410-
については逃げ面摩耗とすくい面摩耗で Fe , S i 量により異なった挙動を示すことを明らかにしている。
第 7 章では， Af 一 Mg系合金の被削性に及ぼすMg 量の影響を高速度鋼工具，超硬合金工具，ダイヤ
モンド工具を用いて検討し， Mg の添加は構成刃先，力[]T変質層の生成を抑制し，切りくず処理性，仕
上面反射率を向上させることを明らかにしている。
第 8 章では， A,t -Mg 系合金の切りくず処理性について超硬合金工具を用いて検討し， Si , Pb , Sn , 
Na の添加が切りくず処理性向上に有効であることを見い出している。また，切りくず生成の微視的観
察を行ない， S i , Pb , Sn 添加による切りくず破断機構を明らかにしている。
論文の審査結果の要旨
本論文は， A,t- Mg 系合金の被削性向上に関する一連の研究の成果をまとめたものである。すなわち，
まず 5 0 5 6 合金切削時の工具摩耗について 材料組織の点から検討し 次いで鋳造時の結晶粒微細化
のために添加される Ti ， B , 熱間加工での組織制御s 応力腐食割れ防止のため添加されるMn ， Crが
工具摩耗に及ぼす影響を明らかにし，さらに地金不純物として含まれる Fe ， S i 量を種々変化させ，構
成刃先の生成状況，切削仕上面，工具摩耗に及ぼす影響を明らかにしている口また Fe ， S i などの不純
物を極力抑えた高純度A，t -Mg 系合金の被削性に及ぼすMg 量および調質の影響を検討している。なお
A，t一Mg 系合金は連続形切りくずが発生しやすく，切りくず処理性が重要な課題であるが，切りくず
処理性に及ぼす S i , Pb , Sn , L i , Na. Ca 添加の効果を明らかにしている。
以上のように本論文は A，t -Mg 系合金の被削性向上について多くの有用な知見を得ており，工学上な
らびに工業上貢献すると乙ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める口
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